
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【小・中共通課題】 同じ読み方をもつ漢字（同音異義語）

                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

きょうりょく

いがい

    

➀

 
 

 

文字でなく語彙として、練習したり問題を解いたりする場を設定  

児童生徒自身が、「漢字練習後に自分でミニテストを作って解く」

日常生活の中で児童生徒が漢字を書くことを意識できるよう働きかける
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令和８年２月に、各学校から提出していただいた「中学校英語発信力向上事業指導事例報告書」 
  をもとに、多くの学校に共通して見られた成果と課題を整理しました。 
＜県北管内の成果＞ 
・Small Talkやプレゼンテーションなどの取組により、子どもたちが英語を話す機会が確実に増え 
てきた。 
・英語で伝えようとする姿勢や、即興でやり取りしようとする意欲が向上してきた。 

  ＜県北管内の課題＞ 
・「やり取りが続かない」 
・「翻訳ツールや AI等に頼ってしまう」 
・「表現の幅が広がらない」 
 
今回は、その結果を踏まえ、今後の授業改善のヒントとなる取組をいくつかご紹介します。 

 
【課題改善に向けた授業づくりの例】 
１ やり取りを続ける力を育てる  

    Step1 会話の基本形を確認する 
（例）A：What （     ） do you like? 

B：I like （     ） because（     ）. How about you? 
 

Step2 話を広げる  
① 相手に聞き返したり確かめたりする(Pardon?/ You mean...,right?)など 
② 相づちを打ったり、つなぎ言葉を用いたりする 

(I see. / Really? / Sounds good. / That's interesting. /Tell me more. )など 
③ 相手の答えを受けて、自分のことを伝える 

(I like ～ too. I play ～． I don’t like ～.) 
→子どもたちに定着するまでは、役立つ表現として電子黒板などで提示し、会話に取り入れなが 
ら、話を続けられるようにする。 

 
Step3 話題を発展させ、やり取りを続ける 
相手の答えに含まれる情報を手がかりに「関連する質問」を重ねる。この QAの活動をつな 
げて、つなぎ言葉を間に入れていくことで、即興でやり取りが続いていく。 
【キーワードをつないで会話を広げる練習例】 
ペアを A と Bに割り振り、５W１H等を使って、Aが質問し、Bが答える。１つ質問が終わった 
ら、Aがそれに関連する質問をさらに行う活動を取り入れる。こうすることで、子どもたちは、相手 
の発話を手がかりに質問を考える習慣が身に付き、即興でやり取りを継続する力や、相手に 
応じてコミュニケーションを発展させる力を育成することができる。 

   
 
 
 

 
２ 「既習の単語」で表現する力を育てる 
→翻訳ソフトや AIの表現をそのまま使うのではなく、自分が知っている英語で相手に分かりやすく言 
い換えるようにする。そのためには・・・ 
（例） (1) 教員（ALT）が例を示す 

（２） 翻訳ソフトや AIが示した言葉について、ペアの１人が既習の語（句）に言い換え、別の 
１人が推測する。 

「tourist attraction（観光地）」→説明 a popular place to visit 
       「crowded（混んでいる）」→説明 there are many people 
また発表前には、英文を全部書かせるのではなく、キーワードやイラストだけのメモを作成し、それを 
基に話したり書いたりして発表できるようにしていくことも表現する力を育てるのに有効です。 


